
〔
寄

せ

書

き
】

平

戸

軽
の

点

に

つ

い

て

平声軽の点について

本
誌の
二
十
九
号、
そ
れ
か
ら
今
度の
三
十
九
号・
四
十
号に
のっ
乍、
小

松
英
雄
氏の
平
戸
軽
を
め
ぐ
る
論
点々は、
す
ば
ら
し
い
発
表
で
あ
る。
そ
れ

は、
今
ま
で
私
ど
も
が
粗
略に
見
逃
が
し
て
い
た
盲
点に
照
明
を
あて
た
も

の
で、
と
れ
に
よ
り、
平
安
朝
末
期の
日
本
語の
ア
クセ
ン
ト
体
系
が、
こ

れ
ま
で
考
え
ら
れて
い
た
もの
と
は
ぐっ
と
変
わ
り、
き
わ
め
て
華
麗・
複

雑
な
もの
で
あ
る
こ
と
が
明
らか
に
なっ
た。
その
ア
ク
セ
ン
ト
体
系の
全

容
は
ま
だ
すっ
か
り
は
あ
ら
わ
に
なっ
て
い
な
い
が、
今
後
研
究の
進
む
に

つ
れ
て、
そ
れ
が
今か
ぶっ
て
い
る
グェ
lル
は
漸
次
取
払
わ
れ
て
い
くで

あ
ろ
う。
楽
し
み
なこ
と
で
あ
る。

小
松
氏の
研
究は、
図
書
察
本
『
類
取42
義
抄』
に
平
戸
軽の
点の
存
在

をつ
ぎ
と
め
た
こ
と
に
は
じ
ま
り、
そ
れ
が
『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義』
に

も
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よっ
て
さ
ら
に
進
展
し
た。
私
た
ち
は、
当
時の
日

本
語
に
下
降
調の
音
節が
あ
る
こ
と
に
は
気
付い
て
い
た
が、
そ
の
戸
点は

低
平
調の
音
節と
全
く
同
じ
に
左
裾の
位
置に
差
さ
れ
て
い
る
もの
と
ば
か

戸
2)

り
き
め
こ
ん
で
い
た。
スコ
!日V
上ニ
ズ
レ
テ
サ
サレ
テ
イ
タ
ト
ワ
ツ
イ
気

ガ
付
カ
ナ
カッ
タ。
その
た
め
に、
小
松
氏の
列
挙さ
れ
た
よ
う
な、
あん

な
に
多
くの
語
突
に
下
降
識の
音
節が
隠
れ
て
い
よ
う
と
は、
全
く
青
天の

へ
キレ
キ
だっ
た。
小
松
氏は、
と
の
種の
戸
点につ
い
て
は、
私
ど
も
先

に
やっ
た
もの
に
傷
がつ
か
ぬ
よ
う
に
との
配
慮か
ら、
極
力
限
ら
れ
た一

部の
文
献だ
け
に
見
ら
れ
る
もの
だ
と
言お
う
と
し
て
お
ら
れ
る。
し
か

し、
実
際は、
〈
平
安
朝に
成
立
し
た
戸
点
を
記
載
し
た
文
献の
大
部
分に

こ
の
種の
戸
点が
行
き一旦っ
て
い
る〉
と
い
うの
が
真
相で
は
な
い
の
だ
ろ

う
か。
少
く
と
も
「
平
戸
軽が
施さ
れ
た
痕
跡」
と
限
定
し
て
い
う
な
ら

ば、
そ
う
い
う
痕
跡の
認
め
ら
れ
る
文
献は、
相
当の
数に
昇
る
よ
う
に
恩

わ
れ
る。

例
え
ば
『日
本
管紀』
の
古
写
本は、
今
ま
で
戸
点の
位
置が
特
異の
文

献と
し
て
注
意さ
れ
て
い
た。
し
か
し、
こ
れ
は、
その
原
型
と
し
て
は
平

戸
軽
を
もっ
て
い
た、
その
を
転
写
者が
私の
よ
う
な
大.さつ
ぱ
な
人
間
で

あっ
た
た
め
に、
普通の
平
戸の
位
置に
写し
ち
が
え
て
し
まっ
た、
そ
の

結
果、
現
在
見
る
よ
う
な
体
裁
に
なっ
た、
と
考え
るの
が
い
い
の
で
は
な

い
か。
今、
小
松
氏の
発
見
に
導か
れ
て、
書紀
古
写
本の
戸
点
を
見
直し

て
み
る
と、
次の
よ
う
な
例
を
拾
うこ
と
が
で
き
る。

ωツ
カハ
ス
ラ
ν
キ《
上
上
上
平
平
平
/》(
遣は
す
ら
し
き)
〔
岩
崎
家
本

『
推
古
紀』
の
「
真
蘇
我よ・
・
・」
の
歌〕

仰イヒニ
エ
ア《
上
上
上
f
上》
(
飯
に
飢て)
〔
同
じ
本の
「し
なて
る

片
岡
山
に・
・
・」
の
歌〕

間
キ
ミハ
ヤ
ナ
キ《
上
上
上
上
平
fH
(
君は
や
無
ぎ)
〔
同
じ
本の
同
じ
115 



歌〕
削タ
グ
テ
ト
ホ
ラ
セ
《
平
上
上
平
平
平
f》
(
喫
げ
て
通
らせ)
〔
岩
患
家

本
『
皇
極
紀』
の
「
岩の
上
に・
・
・」
の
歌〕

刷ワ
ガ
テ
ラ
ト
ラ
メ
《
平
上
平
上
平
平
f出
(
我が
予を
執
らめ)
〔
同
じ

本の
「
む
かつ
を
に・
・
・」
の
歌〕

刷ソ
ノ
フ
ネ
ト
ラ
セ
《
上
上
平
上
平
平
f》
(
その
船
取
らせ)
〔
前
国
家

本
『
仁
徳
紀』
の
「
な
に
は
び
と・
・
・」
の
歌〕

的
ナ
ミ
ダ
グマ
ν
モ
《
平
平
平
平
平
/国
平
(
涙
ぐ
ま
し
も)
〔
同
じ
本の

「
山
城の
筒
城の
宮に・
・
・」
の
歌〕

附
キ
イ
リマ
ヰ
クレ
《
去
上
平
平
上
平
f》
(
来
入
り
参
来
れ)
〔
同
じ
本

の
「つ
ぎ
ね
ふ
山
城
女の・
-
さ
わ
さ
わ
に
汝
が
言へ
せ
こ
そ・
・」

の
歌〕

と
れ
ら
は
小
松
氏の
発
表
に
照
ら
し
て、
い
ず
れ
も
最
後の
音
節は
平
戸

ハ
4
〉

軽の
点
を
もっ
て
い
て
適
当
な
話
相卦で
あ
る。

観
智
院
本
『
類
車部名
義
抄』
の
ご
と
き
も、
現
存の
本に
お
け
る
形
容
詞

の
語
尾
に
施さ
れ
た
戸
点に
見
ら
れ
る
不
統一
ぶ
り
や、
仏
上
末
巻
あ
た
り

ハ
6)

を
中
心
と
し
て
見
ら
れ
る
平
戸で
は
じ
ま
る
動
詞の
表
記
に
見
ら
れ
る
変
異

は、
そ
の
原
本に
お
け
る
平
戸
軽の
点の
存
在を
示
唆
す
る
有
力
な
徴
証の

よ
う
に
思
わ
れ
る。
『
色
莱
字
類
抄』
の
原
本に
平
戸
軽の
点が
あっ
た
ら

〈
7U

し
い
こ
と
は
桜
井
茂
治
君に
よ
り
指
摘
さ
れ
た。
高
山
寺
本
『
和
名
抄』
や

『
世
尊
寺
字
鏡h
な
ど
も、
今の
写
本の
戸
点
に
こ
そ
平
戸
軽の
点は
はっ

き
り
見
当
た
ら
な
い
が、
以
前の
本に
は、
あっ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
か。

『
和
名
抄』
の
マ
ド
と
い
う
和
訓の
点、
『字
鋭』
の
サ
ガν
と
い
う
和
訓

肌配が
ど
ど
う
も
そ
う
ら
し
く
忠
わ
れ
る。
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小
松
氏の
発
表は、
平
安
末に
お
け
る
予
想
外に
多
くの
和
語に
お
い
て

下
降
調の
音
節が
見
ら
れ
ると
と
を
教
え
て
く
れ
た。
こ
の
下
降
調の
音
節

を
もっ
た
誘
致の
数は、
今
後の
研
究に
よっ
て
もっ
と
もっ
と
増
加
す
る

で
あ
ろ
う。

動
詞
や
形
容
詞の
語
尾に
そ
うい
う
音
節が
存
在し
た
こ
と
は、
小
松
氏

に
よっ
て
明
らか
に
さ
れ
た
が、
一
音
節の
助
調の
類に
も
当
時
下
降
調
だ

っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
もの
が
か
な
り
あ
る
よ
う
だ。
『日
本
書紀』
の

古
写
本の
戸
点
を
あ
たっ
て
み
る
と、
次の
よ
う
な
例が
見
出
だ
さ
れ
る。

こ
れ
で
み
る
と、
今の
京
都・
大
阪
認で
低
く
発
音さ
れ
る
助
詞
と
い
うの

が
多
く
そ
うい
う垣間
調
を
もっ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
うか。

ω
カ
クジ
モ
ガ
モ
上
《
平
平
y
平
f》
(
斯
く
し
も
が
も)
〔
岩
崎
家
本

『
推
古
紀』
の
「
や
す
み
し
我が
大
君の・
・
・」
の
歌〕

倒マ
ソ
ガヨ
《
上
上
上
f》
(
真蘇
我よ)
〔
同
じ
本の
「
真鯨
我よ・
.

・」
の
歌〕

刷
カ
ミ
ト
モ
カ
ミ
ト
《
平
平
平
f平
平
口》
(
神と
も
神と)
〔
岩
崎
家
本

『
皇
経
紀』
の
「
うづ
ま
さ
は・
・
・」
の
歌〕

削コ
ト
ゾ
キコ
ユ
ル
《
平
平
f
上
上
上
上》
(
言
ぞ
聞ゆ
る)
〔
同
じ
本の

「は
る
ば
る
と・
・
・」
の
歌〕

間ヒ
ト
ゾ
トヨ
モ
ス
《
上
平
f
平
平
平
上》
(
人
ぞ
響
も
す)
〔
同
じ
本の

「
を
ち
か
た
の・
・
・」
の
歌〕

刷オ
モ
テ
モvv
ラズ
イヘ
モ
V
ラズ
モ
《
平
平
平
f
上
上
平
平
平
/
上

上
上
平
f出
(
面
も
知
ら
ず
家
も
知
ら
ず
も)
〔
悶
じ
本の
「
を
ば
や



し
に・
・
・」
の
歌〕

肘ハ
ヤ
ケム
ヒ
トν
R
平
平
上
平
上平
f》
(
速
け
む
人
し)
〔
前
田
家
本

『
仁
徳
紀』
の
「
ち
は
や
び
と・
・
・
さ
を
と
り
に・
・」
の
歌〕

問タ
レ
カコ
ノコ
ト・
・
・《上
上
/
よ
上
平
平出
(
設か
こ
の
と
と・
.

・)
〔
前田
家
本
『
雄
略紀」
の
「
や
ま
と
の・
・
・」
の
歌〕

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
磁
か
め
ら
れ
て
く
る
と、
こ
の
方
面の
研
究の
先
党

者
と
し
て、
二
人の
学
者の
名
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

一
人
は、
「
原
始日
本
語の
ア
ク
セ
ン
ト」
を
筈か
れ
た
服
部四
郎
博士

で
あ
る。
博
士
は、
観
智
院
本
『
名
義
抄』
の
乱
れ
た
戸
点
を
通
し
て、
原
(川山じ

本
に
は
平
戸
軽の
点が
あっ
た
可
能
性
を
ち
ゃ
ん
と見
通
し
て
お
ら
れ
る。

そ
れ
か
ら
ま
た、
『
名
義
抄』
時
代に
「
も」
と
い
う
助
詞は、
下
降
型の

ア
ク
セ
ン
ト
を
もっ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
見
事に
予
言
し

〔
日〉

て
お
ら
れ
る。
こ
の
眼
識に
は
今
さ
ら
恐
れ
入
る
ば
か
りで
あ
る。

も
う一
人
は、
本
誌の
二
十
七
号に
「
名
義
抄
時
代の
京
都
方
言に
於
け

る
云
」々
と
い
う
論
文を
書い
た
南
不二
男
君だ。
同
君は、
『
名
義
抄』

の
ア
ク
セ
ン
ト
と
現
在の
高
知
方
言の
ア
クセ
ン
ト
との
対
応
関
係
を
考
察

す
る
こ
と
に
よ
り、
当
時の
動
調の
活
用
形の
う
ち、
次の
もの
は
その
最

(
ロ)

終立目
節が
下
降
調で
あっ
た
こ
と
を
推
定
し
た。

ハ
ロ〉

第二
類二
音
節四
段
活
用
動
詞の
連
用
形、
終
止
形、
命
令
形。
あ
る
い

(
M〉

は
巳
然
形
も。
例、
「
書
き」
「
書く」
「
措置
け」。

こ
れ
は
さ
ら
に、
次の
動
詞の
活
用
形の
最
終
音
節
も
下
降
調で
あっ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
を
導
く
もの
で
あ
る。

第
二
類二
音
節一
段
活
用
動
調
の
終
止
形、
己
然
形。
例、

「
見
れ」

平声軽の点について

「
見
る」

第二
類二
音
節二
段
活
用
動
詞の
連
用
形、
終
止
形。
例、
「
晴れ」
「
晴

る」。
第二
類三
音
節四
段
活
用
動
詞の
連
用
形、
終
止
形、
己
然
形、
命
令

形。
例、
「
動
き」
「
動
く」
「
動
け」。

第二
類三
音
節二
段
活
用
動
詞の
連
用
形、
終
止
形。
例、
「
流
れ」
「
流

る」。
小
松
氏の
今
度の
研
究は、
右の
よ
う
な
南
君の
推
定が
当っ
て
い
た
と

と
を
遂
次
証
明し
て
ゆ
く
よ
うで、
向
者の
着
想
も
ま
た
凡
俗で
は
な
かっ

た。

四

と
こ
ろ
で、
小
松
氏が
平
戸
軽の
問
題
を
取
扱
う
上
に
苦
心
し
て
お
ら
れ

る
の
は、
一
方で
平
戸
軽に
表
記
さ
れ
て
い
る
同
じ
種
類の
音
節が、
他
方

で
上
戸に
注
記
さ
れ
て
い
る
事
実で
あ
る。
そ
し
て
こ
れ
は、
我々
先に
歩

い
た
者
が
平
戸
軽の
存
在を
見
逃が
し
た
原
因の一
つ
で
も
あっ
た。
こ
の

事
実は、
小
松
氏の
説
か
れ
る
よ
う
に、
院
政
時
代ご
ろ
に、
そ
れ
まで
下
降

調
に
発
音
さ
れ
て
い
た
音
節が
どん
どん
高
平
調
に
発
音さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た、
その
情
況
を
伝
え
る
もの
に
相
違
な
い。
そ
う
だ
と
す
る
と、
一
つ

前の
平
安
朝
中
期
に
は
もっ
と
下
降
調の
音
節が
多かっ
たの
か
もし
れ
な

い。
南
君は、
前
項
に
あ
げ
た
論
文の
中で、
次の
よ
う
な
語
突の
最
後の

音
節が、
こ
れ
ま
た
下
降
調
に
も
発
音さ
れ
た
可
能
性が
あ
る
こ
と
につ
い

て
い出
れ
て
い
る。

第一
類二
音
節四
段
活
用
動
詞の
連
用
形、
終
止
形、
巳
然
形、
命
令
形。

こ
れ
ら
は、
文
献の
上
か
ら
は
ま
だ
実
証で
ぎ
な
い
よ
うで
あ
る。
図
書
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『
察
本
名
義
抄』
で
も、
観
智
院
本
『
名
義
抄』
で
も、
こ
れ
らの
音
節に

(
お，v

は
ふつ
う
の
平
戸の
点が
差
さ
れ
て
い
る。
し
か
し、
平
安
朝
中
期の
資
料

が
見つ
か
れ
ば、
あ
る
い
は
平
戸
軽の
符
号がつ
け
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
し。思

え
ば、
『名
義
抄』
の
よ
う
な
文
献が、
も
う
少し
早
く、
平
安
中
期
に

出
来
た
ら
よ
かっ
た。
そ
う
し
た
ら、
下
降
調は
もっ
と
安
定
し
て
お
り、

常に
同
じ
形で
表
記
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い。
そ
う
し
た
ら
llい
や、

し
か
し、
今の
『
名
義
抄』
で
も
ずい
ぶ
ん
あ
り
が
た
い。
も
し、
こ
れ

が、
下
降
謂が
完
全
に
霞ん
で
し
まっ
た
鎌
倉
時
代
に
入つ
て
は
じ
め
て
出

来
た
と
す
る
と、
そ
こ
に
は
平
戸
軽の
注
記
は
な
かっ
た
ろ
う
し、
そ
う
い

う
場
合、
私
な
ど
は、
院
政
時
代
に
お
け
る
下
降
調の
存
在、
少
く
と
も
形

容
詞の
語
尾
な
ど
に
お
け
る
下
降
調の
存
在な
ど
に
は、
恐
ら
く
気
付
か
な

い
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。

私は、
以
前に、
東
西
両ア
ク
セ
ジ
ト
の
ち
が
い
の
成
因
につ
い
て
の
考

察
を
試
み
た
時に、
院
政
時
代か
ら
鎌
倉
時
代
に
移
る
こ
ろ
に、
そ
れ
ま
で

あっ
た
上
昇
調の
音
節が
高
平
調に
変
化
し
た
こ
と
を
解
釈し
て、
音
節の

〈
げ)

短
縮が
行わ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
想
定
し
た。
今に
し
て
思
う
と、
こ
の
音
節

短
縮
と
い
う
変
化
は、
当
時の
日
本
語の
もっ
と
もっ
と
多
くの
音
節の
上

に
起こっ
た
もの
で、
下
降
調の
高
平
調
化
と
い
う
こ
と
も、
こ
れ
と
同
じ

線に
そっ
た
変
化
と
見
ら
れ
る。

思
う
に、
院
政
時
代の一
時
代
前、
す
な
わ
ち
平
安
初
期・
中
期
に
は、

日
本
語が
もっ
と
悠
長
で
各
音
節が
十
分
長
く
引
い
て
発
音
さ
れ
た。
少
く

と
も
長
く
引
くこ
と
が
今よ
り
自
由
だっ
た。
そ
こ
で
多
数の
下
降-調の
音

節
上
昇
調の
音
節が
存
在
で
き
た
が、
院
政
時
代ご
ろ
に
な
る
と、
日
本
語

が
あ
わ
た
だ
し
く
なっ
て、
下
降
調や
上
昇
調が
十
分
発
音
さ
れ
ず、
官同
平

調に
発
音
さ
れ
ると
と
が
多
く
なっ
た。
平
戸
軽の
点が
上
戸
点
に
変
化し

て
行っ
たの
は
その
た
め
で
あ
ろ
う。

こ
ん
なふ
う
に
考え
て
み
る
と、
平
安
時
代
後
期
は、
日
本
語の
すべ
て

の
音
節が一
様に
短
く
変
化し
た
時
代
と
い
う
わ
けで、
日
本
語の
音
韻
史

の
上
に
画
期
的
な
時
代
と
言
え
る
か
もし
れ
な
い。
平
安
朝に
起こっ
た
と

言
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
音
便」
と
呼ば
れ
る
現
象は、
こ
の
音
節の
短
縮
化

と
関
係が
あ
る
か
もし
れ
な
い。
時
期
的に
は、
音
便の
は
じ
まっ
たの
は

も
う
少し
早い
よ
う
で
あ
る
が、
あ
あい
う
現
象
は、
音
節が
短
〈
発
音
さ

れ
る
よ
う
に
なっ
て
か
ら一
一層
活
液
に
なっ
た
で
あ
ろ
う。
あ
る
い
は、
音

便の
起こっ
た
平
安
朝の
は
じ
め
に
音
節
短
縮
化
は
き
ざし
て
い
て、
そ
れ

が
院
政
時
代に一
般
的に
なっ
た
と
考え
るべ
きで
あ
ろ
う
か。

そ
れ
か
ら、
鎌倉
時
代
以
後、
い
わ
ゆ
る
助
動
詞・
助
詞の
類が、
上の

自
立
語の
類
に
くっ
つ
い
て一
語の
よ
う
に
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
と

円
山口
γ

見
ら
れ
る
が、
こ
れ
も
音
節の
短
縮
化
と
関
係が
あ
り
そ
う
な
事
柄
だ。
も

し
関
係が
あ
る
と
す
る
と、
こ
れ
は
文
法
史と
も
関
係
を
もっ。

五

最
後に一
つ。
私が
平
安
中
期
に
は
音
節が
長かっ
た
ろ
う
と
い
うの
は

あ
く
ま
で
も
音
声
学
的
な
問
題で
あ
る。
すべ
て
の
音
節が
長
く
発
音
さ
れ

た
ーー
もっ
と
や
か
ま
し
く
言
え
ば、
事
情に
よっ
て
長
く
も
発
音
さ
れ
た

と
見
る
わ
け
で
あ
る。
こ
れ
に
対立
し
て
短い
音
節が
別
に
あっ
た
わ
けで

は
な
い
か
ら、
音
韻
論
的に
は
今と
同
じよ
う
な
もの
で
あ
る。
ち
がっ
た

と
こ
ろ
は、
私
流に
言え
ば、
い
わ
ゆ
る
「
引
く
音
節」
が
な
かっ
た
と
い
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う
点
だ
け
で
あ
る 。

こ
こ
で
連
想
さ
れ
る
の
は
本
号
が
そ
の
特
輯
で
あ
る
琉
球
語
の
諸
方
言
で

あ
る 。
琉
球
語
に
は 、
日
本
語
の
現
代
諸
方
言
で
短
く

発
音
さ
れ
て
い
る
語
の
(
四〉

第
一

音
節
が
長
く
引
か
れ
る
例
が
多
い
こ
と
は
あ
ま
ね
く

知
ら
れ
て
い
る 。

私
は 、

ほ
か
の
場
所
で
そ
の
成
因
を
考
え
て 、

ア
ク
セ
ン
ト

が
も
と
に
な
っ

て 、

も
と
短
か
っ
た
も
の
が
長
く
引
ぎ
の
ば
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
と
論
じ

(
却〉

た 。

こ
れ
は
少
し
言
葉
が
足
り
な
か
っ
た
よ
う
だ 。

以
前
に
は 、

す
べ
て
の

音
節
が
音
声
学
的
に
は
長
く
も
短
く
も
発
音
さ
れ
て
い
た 、

そ
の
う
ち
の
一

部 、

つ
ま
り 、

「
特
に
一

般
の
音
節
に
比
べ
て
長
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た」

も
の
が 、

長
く
引
き
の
ば
さ
れ
た
形
の
ま
ま
で
固
定
し
た 、

こ
れ
も
私

流
に
言
う
と 、

次
に
「
引
く

音
節」
が
割
り
込
ん
だ 、

と
言
う
意
味
で
あ
る 。

と
れ
は 、

結
局 、

日
本
語
と
言
わ
ず 、

琉
球
語
と
言
わ
ず 、

古
い
時
代
の

音
節
は
長
く

発
音
さ
れ
た
り

短
く

発
音
さ
れ
た
り
が
は
る
か
に
自
由
な
性
質

を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る 。

実
際
〈
音
節〉

と
し
て
は 、

こ
う

い
う
の
が
む
し
ろ
普
通
な
あ
り
方
で
あ
ろ
う 。

平声軽の点について

註

(
1
)
「
和
訓
に
施
さ
れ
た
平
戸
軽
の
戸
点
|

平
安
末
期
京
都
方
言
に
お
け

る
下
降
調
音
節
の
確
認
|」

〔『
国
語
学』
泊
所
載〕

。
「
平
安
末
期
総
内
方

言
の
音
調
体
系
|

〈
〉
円四
位田丹市『・
、叶
0
5

E
D
m
g
h3

41
5

8
20
R

O
〈叩
三回
目u

と
し
て
の
再
構
と
分
析
|

(
I)
(
E)
〔『
国
語
学』
泊
ω
所
載〕

。

(
2
)

金
田
一

春
彦
「
類
取水
名
義
抄
和
訓
に
施
さ
れ
た
る
戸
符
に
就
て」
〔『

国
語
学
論
集」

所
載〕

の
二
一

七
ペ
の
向 。

同
「
日
本
四
戸
士口
義」
〔『
国

語
ア
ク
セ
ン
ト

論
叢』

所
載〕

の
六
八
二
|

三
ペ

。

南
不
二
男
「
名
義
抄

時
代
の
京
都
方
言
に
於
け
る
こ
字
四
段
活
用
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト」

〔『
国

語
学』
幻
所
載
の
七
五
ぺ
上
段
の
同
な
ど 。

(
3

)

大
原
孝
道
「
近
畿
ア
ク
セ
シ
ト

下
上
型
名
詞
の
甲
・

乙
類
の
別
の
発

生
に
関
す
る
考
察」
〔『
国
語
ア
ク
セ
シ
ト

論
叢』

所
載〕

の
四
二
0 ・へ

。

(
2
)

に
あ
げ
た
南
不
二
男
氏
の
論
文
の
同
じ
箇
所 。

(
4
)

こ
れ
ら
の
例
の
う
ち 、

ω
同
仰
は
形
容
詞
の
語
尾
で
『
国
語
学』

却

の
小
松
氏
の
考
証
に
よ
り
下
降
調
と
見
ら
れ
る 。

仰
は
連
用
形
が
一

音
節

で
あ
る
高
起
式
動
詞
で 、

小
松
氏
は
例
に
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が 、
「
着

て
」

が
図
書
寮
本
の
三
二
七
ペ
ー

ジ
に
/
上
裂
に
表
記
さ
れ
て
い
る
例
か

ら
見
て
ヱ
の
音
節
は
下
降
調
と
見
ら
れ
る 。

川開
削
は
低
起
式
動
詞
の
命
令

形
の
語
尾
で 、

こ
れ
は
小
松
氏
の
あ
げ
ら
れ
た
チ
マ
ラ
パ
レ
の
第
五
音
節

が
平
戸
軽
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て 、

や
は
り
下
降
調
で
あ
っ
た

と
考
え
て
不
自
然
で
は
な
い 。

間
閣
は 、

低
起
式
動
詞
の
巴
然
形
の
語
尾

で 、

図
書
官訳
本
に
も
『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義』

に
も
下
降
調
だ
っ
た
証

徴
は
な
い
が 、

後
述
の
よ
う
に 、

当
時
低
起
式
動
詞
が
単
独
で
文
節
を
構

成
す
る
垣間
形
は 、

連
体
形
を
除
い
て 、

す
べ
て
そ
の
語
尾
は
下
降
調
だ
っ

た
と
見
ら
れ
る
ゆ
え 、

こ
れ
も
下
降
調
だ
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る 。

(
5
)

形
容
詞
の
語
尾
の
ν
・
キ
に
は 、

上
戸
点
の
あ
る
も
の
と
平
声
点
の

あ
る
も
の
と
が
相
当
数
ま
じ
っ
て
い
る 。

平
山
輝
男
『
日
本
語
音
調
の
研

究』

の
「
音
調
比
較
対
照
表」
(
一
八
一

|
二
五
九
ペ
)

を
見
る
と 、

名

詞
・

動
詞
で
は
比
較
的
類
を
同
じ
く
す
る
も
の
は
同
じ
型
に
表
記
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て 、

形
容
詞
に
は
異
同
が
多
い
事
実
を
見
よ 。

(
6)

こ
の
巻
に
限
り 、

低
起
式
の
動
詞
の
終
止
形
に
平
平
型
・

平
平
平
型

で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
や
や
め
だ
っ

。
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(
7)

桜
井
茂
治
「
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄』

所
載
の
ア
ク
セ
シ
ト
|

形
容

詞
・

サ
変
動
詞
に
つ
い
て
|」

〔『
国
学
院
雑
誌』

六
O
の
4
所
載〕

。

(
8)

高
山
寺
本
『
和
名
類
衆
抄』

の
中
に
「
煽」

と
い
う
文
字
の
条
に
マ

ド
と
い
う
訓
が
あ
り 、

こ
れ
に
戸
点
が
施
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る 。

第
五

類
二
音
節
名
詞
は
こ
れ
一
つ
し
か
見
当
た
ら
な
い
が 、

そ
の
戸
点
は
平
平

型
に
な
っ
て
い
て
平
上
型
に
な
っ
て
い
な
い 。

こ
れ
は
平
J
型一
の
写
し
ち

が
え
と
見
ら
れ
る 。

(
9)

サ
ガ
ν
と
い
う
訓
に
戸
点
を
施
し
た
も
の
が
四
例
あ
る
が 、

平
平
上

型
が
二
例 、

平
平
平
型
が
二
例
あ
り 、

統
-
さ
れ
て
い
な
い 。

平
平
平
型

は
平
平
f
型
を
写
し
ち
が
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る 。

ほ
か
に
ヤ
ハ
ν
・
イ

タ
イ
(
カ
ナ)

と
い
う
形
容
詞
の
最
後
の
音
節
も
平
戸
に
施
点
し
た
例
が

あ
る 。

(
叩
)

寺
川
喜
四
男
ほ
か
編
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト

論
叢』

五
六
ペ
ー

ジ
の
終

り
か
ら
二
行 、

お
よ
び
五
七
ペ
ー

ジ
一
一一
行 。

(
日
)
(
凶
)
と
同
じ
論
文
の
六
二
ペ
ー

ジ
六
行
に
ア
ν
そ
の
そ
の
右
側 、

六

四
ペ
ー

ジ
八
行
に
カ
ガ
ミ
モ
の
そ
の
右
側
に 、

下
降
調
の
ア
ク
セ
ン
ト

符

号
が
疑
問
符
と
と
も
に
つ
い
て
い
る 。

(
臼
)
(
2
)

に
あ
げ
た
論
文
が
そ
れ
で
あ
る 。

こ
こ
に
述
べ
た
こ
と
が

言

及
さ
れ
て
い
る
の
は 、

七
五
ベ
・

七
七
ベ

。

(
日
)

南
君
の
原
稿
に
は 、
「
連
用
形
の
う
ち 、

中
止
法
に
用
い
ら
れ
た
も

の
と
助
詞
『
も』
『
は』

に
つ
づ
く

形」

と
あ
る 。

つ
ま
り 、

名
詞
と
し

て
用
い
ら
れ
た
場
合
を
除
く
と
い
う
わ
け
で
あ
る
が 、

名
詞
と
し
て
用
い

ら
れ
た
連
用
形
は
名
詞
に
転
成
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で 、

す
で
に
連
用
形

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら 、

こ
こ
は
単
に
連
用
形
と
言
っ
て
し
ま
っ

て
よ
い 。

(
比
)

連
用
形
・

終
止
形
・

命
令
形
の
語
尾
が
下
降
調
だ
っ
た
と
す
る
と 、

こ
の
種
の
動
詞
に
あ
っ

て
は 、

単
独
で
文
節
を
構
成
す
る
語
形
の
語
尾

は 、

す
べ
て
下
降
調
だ
っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
せ
る 。

た
だ 、

連
体
形
の
語

尾
だ
け
が
高
平
調
で
あ
る
が 、

元
来 、

連
体
形
と
い
う
も
の
は 、

他
の
活

用
形
に
比
べ
て 、

次
の
文
節
と
の
つ
な
が
り
が
緊
密
で
あ
る
ゆ
え 、

こ
の

形
だ
け
は 、

語
尾
が
高
平
調
と
い
う 、

次
の
語
と
一

体
に
な
ろ
う
と
す
る

特
別
の
ア
ク
セ
ン
ト

を
も
っ
て
い
た
と
見
る
と
と
は
自
然
で
あ
る 。

南
君

は 、

巴
然
形
の
例
は
見
付
か
ら
な
い
と
き口
わ
れ
た
が 、

己
然
形
は
「
ζ

そ」

の
結
び
と
し
て
一

種
の
終
止
法
に
用
い
ら
れ
る
な
ど 、

独
立
性
の
強

い
点
で
連
体
形
と
は
ち
が
い 、

連
用
形
・

終
止
形
・

命
令
形
と
同
穏
類
の

も
の
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る 。

六
-

七
ペ
ー

ジ
に
あ
げ
た
問
問
の
例

は 、

己
然
形
の
語
尾
の
下
降
調
だ
ろ
う
と
い
う
推
定
の
正
し
か
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る 。

な
お 、

連
体
的
な
文
節
の
ア
ク
セ
ン
ト

が
し
ば
し
ば
特
別

で
あ
る
こ
と
は 、

現
代
詩
方
言
に
も
し
ば
し
ば
見
る
と
と
で 、

現
代
東
京

語
で
普
通
の
一

音
節
の
助
詞
は 、

い
わ
ゆ
る
下
上
型
名
詞
に
低
く
つ
く
の

に
対
し 、

連
体
的
文
節
を
作
る
「
の
」

だ
け
は
高
く
つ
く
の
も
そ
の
例
で

あ
る 。

な
お 、

市
河
三
喜
・

服
部
四
郎
共
編
『
世
界
言
語
概
説』
(
下
巻)

の
一

九
五
ペ
ー

ジ
一
五
行
な
ど
参
照 。

(
日
)

「
国
語
学』
幻
の
七
七
ペ
下
段
三
行 。

(
日
)

た
だ
一
つ
「
上
ぐ」

と
い
う
動
詞
の
連
用
形
「
上
げ」

が
上
f
型
に

表
記
さ
れ
て
い
る
例
が
見
出
だ
さ
れ
る 。

図
書
官官
本
三
O
一
ペ
ー

ジ
の

「
給
契」

の
条 。
「
上
げ」

は
下
二
段
活
用
動
詞
で
あ
る
が 、

閉
じ
く

第
一

類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る 。

こ
れ
は 、

四
段
活
用
の
第
一

類
二
音
節
動
詞
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の
う
ち
の
連
用
形
・

終
止
形
・

己
然
形
・

命
令
形
も 、

ひ
ろ
く
上
J
型
だ

っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い

。

(
げ
)

金
田
一

春
彦
「
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト

の
ち
が
い
が
出
来
る
ま
で」

〔『
文
学」
一一
二
の
8
所
載〕

の
八
四
ベ

。

(
児
)

金
田
一

春
彦
「
古
代
ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
近
代
ア
ク
セ
シ
ト

ヘ
」
〔『
国

語
学』
辺
所
載〕

の
二
一
ベ
下
段 。

桜
井
茂
治
「
下
上
型
名
詞
甲
・

乙
類

の
別
発
生
の
再
検
討」
〔『
国
語
研
究』

第
五
号
所
載〕

の
四
五
ペ
上
段 。

(
印
)

例
え
ば 、

奥
村
三
雄
「
音
韻
と
ア
ク
セ
ン
ト」

〔『
国
語
国
文」

二
七

の
9
所
載〕

の
ベ
l

ジ
。

上
村
幸
雄
「
琉
球
諸
方
言
に
お
け
る
一
・
一一
音

節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
概
観」
〔『
こ
と
ば
の
研
究』

所
抑制〕

の
一
三
七

ペ
ー

ジ
な
ど 。

(
却
)

金
田
一

春
彦
「
ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
見
た
琉
球
諸
方
言
の
系
統」
〔『
東

京
外
国
語
大
学
論
集』

7
所
載〕

(
金
田
一

春
彦)




